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3レジリエンス向上に関わるお客さまからのご要望事例

 昨今の震災や自然災害の影響もあり、お客さまからも事業所を構えるエリアのレジリエンスを求め
るご要望が多い。特に、金融業界などのお客さまからは、高いレベルでの供給継続が求められるた
め、そういった事例（六本木六丁目、等）にも対応をしている。

お客さまからのご要望

【事例②】

• 系統電力＋ガスエンジン＋非常用発電機（72時間以上）の３つの電源多重化による、信頼
性の高いシステムが構築されたエリアに入居したい。

【事例③】

• 災害に強い中圧ガスを使用し、コージェネレーションシステムと地域冷暖房施設を導入するととも
に、非常用発電機を複数台設置し、エリア全体で必要な電力と熱を安定的に供給してほしい。

【事例①】

• 大規模災害時に送配電系統からの電力が途絶えたとしても、独立したエネルギーネットワークで、
１週間程度、電力・熱の供給が必要。

②需要側の要望と供給側の実現性
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6まとめ

 レジリエンス向上はSDGsの方針と整合したものであり、当社としてもその取組みを拡大していきたい。

 今後、レジリエンス向上の価値が見える化、定量化され、その価値が評価されることが重要。

 その結果、レジリエンス向上の取組みがより一層普及することを期待している。
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7

ご清聴ありがとうございました。




